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まえがき 

 

高度経済成長期に建設されたインフラ構造物の多くが，現在，高齢化，老朽化してきてい

る．膨大な数のインフラ構造物を長期的に安全に使用していくためには，適切な点検と維持

管理を行い，損傷が生じた構造物に補修補強を施す，あるいは，損傷が予想される構造物に

予防保全的な措置を講じる必要がある． 

鋼構造物においては，腐食が主な損傷要因の一つとして挙げられる．腐食の原因となる水

分や塩分，酸素等から鋼材を遮断するため，塗装をはじめ，溶融亜鉛めっきや金属溶射等の

被覆が適用されている．また，表面に保護性さびを形成する耐候性鋼材が広く使用されてい

る．これらの防食被覆の中でも，汎用性や合理性の高さから，塗装が数多くの構造物に適用

されている．構造物の設置環境や耐用年数に応じて様々な塗装系が開発され，施工実績が重

ねられるとともに，種々の技術的知見が蓄積されてきている． 

構造物の長期間の供用に伴い，劣化や損傷が生じた防食塗装は必要に応じて更新される

ことになる．塗装の更新（塗替え）においては，さびや劣化した旧塗膜を適切に除去したう

えで，新規の塗装を施すことが重要である．塗替え塗装における素地調整の規定として，ブ

ラストや動力工具を用いてさびや旧塗膜を除去する方法があるが，騒音や粉じん等の発生

が施工における課題となる場合がある．特に，鉛や PCB 等の有害物質が含まれる塗膜を除

去する場合には，粉じんの防止は極めて重要な問題となる．これに対し，騒音や粉じんの発

生を抑制する観点から塗膜剥離剤が広く用いられているが，施工時間の長さや廃棄物の管

理および処理，作業員の健康被害防止，火災の防止等が課題と認識されている． 

塗替え塗装におけるさびおよび旧塗膜の除去が抱える種々の問題を解決しうる新たな方

法として，近年，高周波誘導加熱（High frequency induction heating，通称 IH）の適用が注目

されている．これは，誘導加熱の原理を利用して鋼材の表面近傍を発熱させ，塗膜の付着を

低下させ剥離する方法である．タンクやパイプラインのゴムライニング等の厚膜を剥離す

る方法として用いられていたものが，橋梁等，その他の鋼構造物にも適用されるようになっ

てきている．この方法では，ブラストや動力工具を用いた場合に問題となる騒音や粉じんの

発生が少なく，塗膜剝離剤を用いた場合のような火災のリスクが低減される．塗膜は固形の

状態で剥離，回収することができるため，有害物質の飛散防止に有用である．剥離した塗膜

は，ブラストの研削材や動力工具で削られたさびや鋼片，塗膜剥離剤と混合することがない

ため，廃棄物量の削減が期待される．また，他の方法では剥離が難しい厚膜の場合でも，短

時間で効率的に剥離できる点で優位性を発揮する可能性がある． 

種々のメリットが期待される IH による塗膜剥離（以下，IH 塗膜剥離）であるが，比較的

低温（200℃程度）とは言え，鋼材を加熱する観点から，作業員の安全を十分に確保して施

工を行う必要がある．構造物に対しては，適切な条件で加熱しなければ耐荷性能に影響を及

ぼす変形や応力の発生が懸念される．また，IH の原理上の特徴から，適切な温度管理を行



わなければ，塗膜を剥離するための温度を超過し，鋼材の機械的性質を変化させる可能性が

ある．IH 塗膜剥離を実施している幾つかの会社，団体，協会等が独自の施工マニュアルを

構築しているが，施工の手順や条件の設定には経験則的な部分が多く，必ずしも理論的，学

術的な根拠に基づくものとは言えないところがある．そのため，IH 塗膜剥離が優位性を発

揮するような場合においても，IH 塗膜剥離を採用するか否かの判断基準を示す情報が乏し

く，合理的な施工方法が必ずしも選択されていないのが現状である． 

このような背景のもと，IH 塗膜剥離を安全に行うための注意点を明確化するとともに，

施工の手順や条件を体系的に整理することを目的として，土木学会鋼構造委員会「防食塗膜

剥離における高周波誘導加熱の利用に関する調査研究小委員会」を発足させ，令和 2 年 4 月

から令和 6 年 3 月まで活動を実施してきた．本書は，その活動成果を「高周波誘導加熱によ

る鋼構造物の防食塗膜剥離施工技術」として取りまとめたものである． 

本書は，既存の塗膜剥離方法との比較を通じて，IH 塗膜剝離の利点や欠点等の特徴を説

明するとともに，その位置付けを明確にしている．特に，IH はあくまで塗膜剥離のための

方法であり，塗替え塗装のためには塗膜剥離の後に素地調整を別途行うのが基本である．そ

のため，素地調整との組合せまでを総合的に考慮して塗膜剥離方法を選択することの重要

性を示している．そして，IH 塗膜剥離を安全に施工するための注意点や順守すべき項目を

説明し，施工の手順や条件を例示している．また，IH 塗膜剥離の施工に関連する現状の課

題や今後の展望を述べている．さらに，IH 塗膜剥離施工が実施された事例を紹介するとと

もに，IH 塗膜剥離の施工に関連する各種の計測技術を参考として提示している．加えて，

IH およびその他の塗膜剥離方法を同一条件で比較する目的で実施した実験の結果を付して

いる． 

各種鋼構造物の維持管理において，防食塗装の更新（塗替え）は不可避のプロセスである．

塗装の更新に要するコストの縮減，周辺環境への配慮や作業員の安全性確保の観点から，合

理的な塗膜剥離方法を選択することが極めて重要である．本書が，適切な塗膜剥離方法を適

材適所で取捨選択するための一助となれば幸いである． 

最後に，新型コロナウィルスの感染拡大状況下において，円滑な活動や情報交換が制限さ

れた中で，本小委員会の調査研究活動に多大なご尽力を賜った小委員会委員各位に深く感

謝申し上げる． 
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